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認定事業者紹介

業界唯一への挑戦・・・JCSS認定取得

株式会社安藤計器製工所計量校正研究所

伊藤賢 ~.b. 
Jロ技術管理者

その対策として「0.01℃デジタル標準温度計」と、

水銀を使用しない新しい技術のガラス製温度計「水銀

ゼロ標準温度計」を準備して対応し、ご好評をいただ

はじめに

いている。

これからも常に、従業員一人一人が社会の変化と現

場・ユーザ、様のニーズに応えられるよう前進・成長を

50年にわたり株式会社安藤計器製工所は、ガラス製

温度計・比重計・密度浮ひょう等・気象計器および環

境計器（カタ温度計・黒球温度計）を中心とした計量

器の製造・校正・販売を行っている。

独立行政法人製品評価技術基盤機構認定センターは、計量

法校正事業者登録制度で登録された校正事業者であって、か

っ、！LAC 及び AP~~C の相互承認要求事項に適合する事業者と
して、以下のとお：：v認員三じまふす。 γ）伊

認 定 番 号 “Jc ＇~：ふ s 0 3 0 9，以ふ｝
事業所の名称 f株式会社安刊F韓言十器i史（手所！”ο言↑霊f完）正研究所
所 在 地 i吋（ω。泉京都板β橋。区仲吋3:
言思定のちi：区分ペ？昆皮、 E話度．屈折率 （詳細は別紙のとおり）

認定の：基勺1詳：：1;ISO/JEC17025:20自5 

(JIS Q 17025：・ 2005)

初回認定日：平成 26年 2月 6日
最新交付日・平成 28年 8月 4臼

独立行政法人製品評価技術基盤機構

認定センター所長太田秀

重ね、努力していく。

き刃
ロパー2

株式会社安藤計器製工所

吉正定

殿

JCSS認定取得を目指すきっかけは、産業技術総合

研究所の「計量標準総合センターが発行する基準器検

査成績書をもって計量トレーサピリティの根拠

とすることはできません。」 I)という平成20年の

発表である。以降、従業員の努力と関係者の皆

様のご協力のもと、株式会社安藤計器製工所

計量校正研究所は「ガラス製温度計一 70～

+350℃・指示計器付温度計（デジタル温度計）

-70～＋ 500℃・密度浮ひょう等（比重計・密

度計・酒精計・重ボーメ計など） 0.600～2.000 

g/cm3」のJCSS校正事業者として認定を取得

した。そして2014年初回認定後、拡大認定・新

規認定を重ね、現在の認定内容に至っている。

認定内容は、より多くの方に安心して使用して

いただくため、すべて国際MRA対応になって

IAJ•”＂＂穂｝製品切畑伐術省S盤....総定~ンタ－l は.llJ.C （調節lJ:検所総定協力機構｝＆ぴ At'LIC （ア＇ア太平洋試験所認定協力塊
柄｝削刷｛相互ホ聞に署名しでも‘抗措定鵠間です．
相互忠誌嬰＂＇事項どは翻定の益事（（自白する図書事妙必及びガイドl~.. Mの伽旬、 d主総試験参加要件＂ぴ定期検量の~Hui.服A
対応事業者＂対するトレーサピリティ要求事椛｛方針｝念謙L禽~－
この制定.掛似事震防が＂定された範囲位おい~＂＇＂＂＂＂＇＇＇＂＇の筏倒的総カ嬰成亨項及びマネジメJトシステム要求事項を濁た
Lでい否ζとをf!IJIする.のです.1somc1ms:ioo隠のマネジメントシステム要求事項0 ISO }001'200＆の原則金治会し その関
途する要見見事項に，.ったらのです．

必君、

図1：認定証

いる。

また、最近では2015年に「水銀による環境の

汚染の防止に関する法律」ができた。これによ

りJCSS校正の対応と同時に、水銀対策も懸命

に行っている。これは、「水銀に関する水俣条約」

に基づく大きな世界的な流れがあるようである。

特に、多くの皆様にご愛用されている弊社の「標

準温度計（ガラス製）」には水銀が感温液として

使用されている。この法律ができたことにより、

非水銀（水銀フリー）のものを求めるお問い合

わせが多くなった。
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業界唯一への挑戦・・・JCSS認定取得

指示計器付温度計のJCSS登録事

業者として認定取得。

-70～500℃ 

密度浮ひょう等のJCSS登録事業

者として認定取得。

0.600～2.000g/cm3 

平成28年 6月

平成28年8月

2.2 登録内容

登録番号： 0309

登録に係る区分：温度

法律に基づく初回登録年月日：平成26年2月6日

校正手法の区分の呼称：接触式温度計

登録更新年月日：平成28年6月16日

登録に係る区分：密度・屈折率

法律に基づく初回登録年月日：平成28年8月4日

校正手法の区分の呼称：浮ひょう

東京都板橋区にて創業。

株式会社安藤計器製工所を設立。

ガラス製温度計、比重計・密度浮

ひょう等および気象計器の製造・

販売を行う。

JCSS校正の認定取得を目指し、

校正事業部門として計量校正研究

所を発足。

ガラス製温度計のJCSS登録事業

者として初回認定取得。

0～200℃ 

当社の概要

沿革

昭和38年4月

昭和42年 4月

2. 1 

平成24年10月

平成26年 2月

ガラス製温度計のJCSS校正範囲

を拡大認定取得。

-50～350℃ 

平成27年2月

（！~緩｝
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国2：温度の校正範囲及び最高測定能力
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図3：浮ひょうの校正範囲及び最高測定能力
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業界唯一への挑戦・・・JCSS認定取得

器JC淵定取得に向けて

3. 1 出発

株式会社安藤計器製工所は、ガラス製の温度計、比

重計・密度浮ひょう等の製造・校正（検査）・販売を中

心として事業を行ってきた。以前の弊社における校

正・検査は、基準器を用いて行っていた。計量法事業

者登録制度 (JCSS）が始まり、徐々にJCSS校正の要

望が増えてきていた。平成20年になると、基準器検査

を行っている産業技術総合研究所が「計量標準総合セ

ンターが発行する基準器検査成績書をもって計量トレ

ーサピリティの根拠とすることはできません」 1）と明

言した。それでも、業界では基準器による校正・検査

を続け、トレーサピリティの根拠が暖昧なままだ、った。

そこで、皆様に対して責任と信頼ある校正サービスを

提供すべく、 JCSS校正認定取得を目指すことになっ

た。現社長への世代交代も一つの大きなきっかけにな

ったと思う。しかし、どのようにすれば認定を取得で

きるのか、産業技術総合研究所、 NITE、日本計量振興

協会などを訪ね、手探りするような段階から始まった。

偶然にもそんな折、秋山衡材（株）の社長さんご夫妻

に、（株）計量技術コンサルタント事務所の桑山さんを

紹介していただいた。その後、:rcss認定取得までの計

画を立てていただき、定期的な勉強会を始めるように

なった日

3.2 申請準備

申請にあたって、会社のマネージメント体制と校正

技術という二つが整っていなければならない。弊社は、

「マネージメント体制」、「校正技術」、「文書化」いずれ

もJCSS校正には十分ではなかった。しかし、これら

の課題の一つ一つをクリアしなければならない。また、

不確かさを測定するに足る設備の整備も大きな課題で

あった。設備を充実させ、できる限り経費が掛からな

いように努力した。また、校正作業を行い易いように

手作り等の工夫も重ねた。校正作業も、基本からもう

一度確認した。特に密度浮ひょう等の校正はこれまで

の比較法から、より安定した精度の良い衡量法へ変更

した。改良が改良を呼ぴ、慣れない作業を行うことも

少なくなかった。さらに、これらの設備で実際に校正

を行い、その不確かさを算出するまでの過程では、大

量のデータを取得する必要がある。来る日も来る日も

50 I計測標ー 鯉

設備と共にデータを取得する時間が続くことになる。

そのようにして、不確かさの要素の根拠を一つ一つ固

め、データが揃い、その結果として、実際に不確かさ

を算出できた時には、非常にうれしかったことを覚え

ている。また、緊張した試験所開比較の校正結果も良

好であった。これまた、とてもうれしかった。

JCSS校正証明書には、「拡張不確かさ」と「拡張係

数」が記載されている。以前は特別な思いは無かった

これらの数値だが、その背後には、膨大なデータと作

業があるということが身に染みてよくわかった。

3.3 現地審査・認定

現地審査は2日間行われ、 1日目に書類審査、 2日

目は、模擬校正・校正証明書発行までの手順の審査で

あった。とても緊張して審査に臨んだが、審査員の方

たちからの指摘・質問・アドバイス等を通し、私たち

がやるべきことを明確にしていただいた。また、 JCSS

校正事業を「共に推進しよう」とする思いを感じ、あ

りがたかったのと同時に責任も感じる時間になった。

後日、是正報告書を提出し、評定委員会にかけていた

だき、認定となった。

このような流れを平成26年2月から新規申請・拡

大申請で計4回経験し、現在まで取得したすべての認

定内容に至っている。

今後の展開と課題

株式会社安藤計器製工所計量校正研究所は、ガラ

ス製温度計、比重計・密度浮ひょうの業界では、唯一、

「温度・密度」両方のJCSS校正の認定を取得している。

JCSS認定取得後、校正依頼は増加傾向にある。 JCSS

校正の需要が拡大傾向であるのと同時に、現場・ユー

ザ、様は「JCSSは正しい計量の標準」という認識になっ

てきていることを実感する。温度の測定は、あらゆる

産業の中で必要とされており、私たちの生活の安定に

欠かせないものと考えている。また、密度等も、酒精

度（アルコール度数）など、意外と身近な場面で使わ

れている。地味で地道なサーピスで社会を支え、弊社

の校正技術を安心して使って頂けるように、サ｝ピス

の維持に努めたいと思う。

ところで、目量の細かいガラス製温度計の多くで、

感温液として、温度に対する敏感な反応と強い表面張

力をもっ性質を生かし、水銀が使われている。日本政
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様からも、水銀を使わない温度計への問い合わせが増

えるようになった。弊社では、このような状況を踏ま

え、従来の水銀温度計と同時に、水銀を使わない正確

な温度計の提供を始めている。温度のJCSS校正は、

デジタル温度計でもガラス製温度計でも、多くの皆様

のお役に立っている。

府は、平成28年2月2日に「水銀に関する水俣条約」

を締結することを閣議決定し、世界における 23番目

の締約固となった。「水銀による環境の汚染の防止に

関する法律」もでき、水銀に対する関心の高さがうか

がえる。この条約と法律は、温度計の在り方に対して、

大なり小なり影響を与えている。また、現場・ユーザ

製品の例

水観ゼ目標準温度計

・世界め来来への選択。

・ 2017年初月 11)日以降、 EUでは＊~~温度計の売買が禁止されま

す。この製掴まそれに対応するために開発された新しい精密湿

度計てす。

・高精度7k~Nフリー製品。

・水銀汚染防止法対策品。水銀を使っていません。

．木鋭の標準温度計の代替品。

・毛細管の内側に特殊コ｝テインタをし、軍事用者j授を封入している

ので毛細管内苦陪漏らしません。（精密演l皮が可能〉

・二重管で読み取りしやすく目盛が消えません。

全j畳

4一mm ｜全没

42日xi'!～9mm

0.1℃ 

E町2℃目～100℃

。～50℃

下院M-2

下NM-5

全没550波宮~9噌5mm0.1℃ 。～10日℃十時M-6

写真 1：水銀ゼ口温度計について

・＊－銀ゼロ対策品o

7K~Nの標準温度計からの代替品o

・分解能。.01℃の白金デジ担jレ温度計。

・白金），~lj混抵抗j1.抑制叩〈クラスA:41様式〉高精度センサを採用o

中温用

0.01°0 

0.01°0 

。、辺、 5目、郎、 120℃

G、40、初、 12日、 160、195＇℃

綾査岨校ii:i震度〈℃〉

ADS”10ιγ 

ADSぺ0口調X

ADS-100-W 

常温用

製品の例

低温用

0.1℃ 日、 200、24日、28目、 32目、 350℃

写真2: 0.01℃デジタル温度計について

ADS-10ιv 高湿用

ないと考えるが、いかがなものか。実際にお気づきの

方から、徐々に、比重計から密度計に移行されている

ようだ。 JIS規格のL50シリーズの密度計（浮ひょう）／

は人気がある。密度のJCSS校正は比重計・密度計・酒

精計など浮ひょうで、多くの皆様のお役に立っている。
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密度浮ひょう等の課題として感じていることがある。

日本では比重計が多く使用されている。比重は単位が

ない。国際的な流れを考えた時に国際単位（SI)であ

る密度に移行すべきだと思う。比重と密度は浮ひょう

であれば数値的にはほぼ同じなので、移行しでも問題
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l50標準密度浮ひょう（JISB 7525-1) 

・標準温度は20℃です0

．水平面視定0

・材料：ドイツ製透明ガラス

費較正はすべて高精度で安定した商量j去で行います。

製品のf~l

l50回目95 0.950～1.0目。 335m悶。針。B目5

l5口ぺ00 1:000～1臨g 0.00目5 335mm 

l50-105 1.050～1.100 0.00目5 335mm 

写真3: l50密度計
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株式会社安藤計器製工所として、計量計測を基に、

エネルギ｝や公害など様々な社会の抱える課題に対し

どのように対応すべきだろうか。皆様より弊社にいた

だく限りないアイデイア・知識・知恵・アドバイスを

生かし、未来志向の対策・順次行動を志し、皆様のお

役に立てる存在であり続けたいと願いながら今日も仕

事を頑張ろうと思う。
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